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北

京

を

訪

ね

る

一
月
半
ば
の
或
る
夜
、
宮
下
秀
樹
君

か
ら
の
電
話
、
中
国
登
山
協
会
の
史
占

春
氏
か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
日
本
山

岳
会
と
の
今
後
の
こ
と
で
話
し
合
い
た

い
か
ら
、
お
出
で
願
え
な
い
か
と
の
こ

と
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
月
四
日
、
北

京

へ
、
同
行
は
官
下
君
と
磯

野
剛
太

君
。そ
の
日
の
午
後
早
く
、
顔
な
じ
み
の

許
競
氏
や
張
俊
岩
、
陳
尚
仁
の
諸
氏
に

迎
え
ら
れ
て
、宿
の
前
門
飯
店
に
入
る
。

そ
の
車
中
で
、
許
さ
ん
か
ら
郡
連
山
地

に
登
っ
て
も
い
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

よ
と
の
話
。
本
会
の
学
生
部
は
か
ね
て

天
山
山
脈
博
格
達
山

一
帯
の
入
山
を
認

め
ら
れ
て
い
た
が
、
次
の
日
標
と
し
て

郡
連
を
申
請
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当

分
解
放
の
見
込
み
が
無
い
と
の
話
で
、

今
度
の
訪
中
で
更
め
て
頼
ん
で
見
る
心

佐
　
々
　
保

雄

算
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
の
こ
の
快
報
。

協
会
で
甘
粛
省
側
と
接
衝
の
結
果
、
特

別
許
可
に
な
っ
た
由
。
ど
う
か
お
出
か

け
下
さ
い
と
は
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か

と
喜
ぶ
。

郡
連
山
地
は
、
甘
粛
、
青
海
両
省
の

境
界
に
跨
が
り
、
延
々
八
百
キ
ロに
互
る

長
大
な
摺
曲
山
地
で

（日
本

で
言

え

ば
、
青
森
か
ら
静
岡
あ
た
り
ま

で
）
、

数
条
の
平
行
す
る
山
脈
か
ら
成
り
、
そ

の
最
高
五
八
二
六
厨
の
団
結
峯
や
五
五

六
四
陣月
の
郡
連
山
は
既
に
登
ら
れ
て
い

る
し
、
山
地

一
帯
の
地
形
、
地
質
及
び

氷
河
な
ど
は

一
応
調
査
を
終
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
―
五

千
房
級
の
峯
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
天
山
山
地
に
代

っ
て
、
学
生
部
の

人
た
ち
の
よ
い
習
練
場
で
し
よ
う
と
の

話
で
あ
っ
た
。
天
山
の
ウ
ル
ム
チ
に
赴

く
車
窓
か
ら
、
或
い
は
機
窓
か
ら
、
多

く
の
人
々
が
こ
の
山
地
を
眺
め
て
心
を

動
か
さ
れ
、
こ
の
数
年
入
山
を
希
望
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
高
さ
は
少
し
も
の

足
ら
な
い
が
、
未
知
の
境
域
が
多
く
―

―
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
映
像
で
、
山
河
の
配

置
は
判

つ
て
き
た
が
―
―
こ
れ
か
ら
暫

く
私
た
ち
の
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
楽
し
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
夜
、
わ
れ
わ
れ
に
親
し
い
史
占

春
氏
を
始
め
、
陳
栄
昌
氏

ら
も
現

れ

て
、
会
食
。
乾
盃
を
く
り
返
し
な
が
ら

文
字
通
り
、
四
方
山
話
に
花

が
咲

い

た
。
私
は
郡
連
山
地
入
山
許
可
の
御
礼

を
申
し
述
べ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
と

し
て
登
り
甲
斐
の
あ
る
日
星
し
い
山
地

の
解
放
、
更
に

一
般
の
人
々
に
も
楽
し

め
る
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
開
発
な

ど
を
希
望
し
た
。

次
の
日
は
実
務
者
レ
ベ

ル
で

の
接

衝
、
先
生
は
ユ
ッ
ク
リ
観
光
で
も
と
の

こ
と
で
、
張
俊
岩
さ
ん
の
案
内
で
、
万

里
の
長
城
の
一
角
、
八
達
嶺
に
車
を
飛

ば
す
。
東
の
渤
海
湾
に
臨
む
山
海
関
か

ら
、
西
は
甘
粛
省
の
玉
門
関
に
到
る
延

々
一
万
キ
ロ
（従
来
七
千
キ
ロと
さ
れ
て
い

た
）
、
峯
か
ら
峯

へ
と

「委
蛇
た
り
」

と
形
容
さ
れ
て
い
る
如
く
、
上
下
し
、

う
ね
り
、
延
々
と
続
い
て
い
る
。
紀
元

前
の
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
秦
の
時
代
に

か
け
、
北
の
匈
奴
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め

に
、
八
世
紀
の
歳
月
を
か
け
て
造
り
上

げ
た
も
の
、
一数
千
万
人
の
血
と
汗
と
涙

の
産
物
で
あ
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
並
ん

で
人
類
最
大
の
工
事
と
さ
れ
、
本
当
か

ど
う
か
、
月
か
ら
見
え
る
地
球
上
唯

一

の
人
工
物
と
言
う
こ
と
だ
。
王
者
の
強

権
と
圧
政
の
結
実
が
、
今
多
く
の
人
々

を
集
め
、
外
貨
獲
得
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
と
は
皮
肉
な
こ
と
だ
。

同
行
の
張
さ
ん
は
、
今
の
東
北
、
か

つ
て
の
満
洲
国
の
産
、
子
供
の
頃
覚
え

た
日
本
語
も
、
暫
く
使
わ
な
い
の
で
、

今
は
忘
れ
が
ち
だ
と
言
う
。
こ
ち
ら
は

戦
前
に
満
洲
国
に
遊
び
、
熱
河
省
な
ど

で
の
調
査
の
折
に
覚
え
た
満
語
。
お
互

い
に
片
言
で
語
り
合
い
、
お
互
い
に
意

図
が
通
じ
た
と
笑
い
合
う
お
か
し
さ
、

面
白
さ
。
愉
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。
帰

り
に
、
明
の
十
三
陵
に
立
ち
寄
る
。
明

朝
時
代
の
王
者
た
ち
の
陵
墓
だ
。
宗
陵

だ
け
が
発
掘
と
調
査
を
終
り
、
整
備
さ

れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
構

築
に
、
日
本
を
省
り
み
、
更
め
て
日
本

人
の
み
み
つ
ち
さ
を
思
い
知

ら
さ

れ

る
。帰
宿
す
る
と
、
交
渉
は
ま
ず
ま
ず
の

進
捗
状
況
だ
と
言
う
。

中
国
山
岳
協
会
は
、
日
本
で
言
え
ば

「
日
山
協
」
の
よ
う
な
組
織
で
、
登
山

の
対
象
に
な
る
山
地
の
多
い
省
に
在
る

各
登
山
協
会
の
総
括
、
連
絡
機
関
と
言

え
る
。
海
外
か
ら
の
登
山
の
申
請
が
あ

れ
ば
、
関
係
省
と
交
渉
し
、
許
可
を
与

え
て
い
る
。
国
家
と
し
て
は
心
身

鍛

練
、
国
家
強
化
の
た
め
、
登
山
を
奨
励

は
し
て
い
る
が
、
ま
だ
趣
味
と
し
て
の

登
山
は
庶
民
の
も
の
で
な
い
よ
う
だ
。

民
度
と
言
う
か
、
国
民
の
経
済
的
、
時

間
的
な
余
裕
、
心
の
ゆ
と
り
が
無
け
れ

２３４
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六
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ば
興
り
得
な
い
の
が
登
山
で
あ
ろ
う
。

韓
国
、
台
湾
の
登
山
の
隆
盛
が
よ
く
そ

の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

三
日
目
の
午
前
は
、
中
国
地
図
出
版

社
や
他
の
書
籍
店
を
巡
る
。
中
国
で
は

再
版
は
殆
ど
し
な
い
ら
し
く
、
入
手
し

た
い
多
く
が
版
切
れ
で
あ
っ
た
。
ラ
ン

ド
サ
ッ
ト
映
像
集
や
、
青
海
、
西
蔵
の

珠
穆
朗

璃
マ
質
の
よ
い
地
図
も
出
て
い
る
。

の
登
山
記
や
、
地
質
、
氷
河
、
生
物

の
報
告
書
類
は
日
本
に
も
大
分
入
っ
た

が
、
他
の
山
地
の
文
献
は
地
図
類
と
共

に
入
手
し
難
い
。

午
後
は
総
括
に
当
て
ら
れ
た
。
宮
下

君
が
前
々
号
の

「
山
」
で
取
り
敢
え
ず

報
告
し
た
よ
う
に
、
郡
連
山
域
で
の
登

山
、
昆
倫
山
脈
越
え
と
登
山
、
黄
河
源

流
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
な
ど
が
本
年
分
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

以
降

の
分

は
、
逐
次
の
接
衝
に
ゆ
だ
ね
た
。

そ
の
夜
は
、
今
回
の
御
礼
に
、
先
方

を
西
苑
飯
店
に
お
招
き
し
た
。
主
席
の

喬
加
均
氏
や
副
主
席
の
史
占
春
、
王
富

洲
の
両
氏
、
許
競
夫
人
の
胡
林
女
史
も

加
わ
り
、
張
氏
や
両
陳
氏
と
共
に
賑
や

か
に
過
ご
す
、
乾
杯
が
く

り
返

さ
れ

て
一
食
前
の
会
話
の

一
と
き
、
ま
た
、

ア
ジ
ア
登
山
協
会
の
話
が
出
た
。
ま
た

と
言
う
の
は
、
先
年
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
会
が

カ
ト
マ
ン
ズ
で
あ
つ
た
時
、
喬
氏
と
ホ

テ
ル
で
朝
食
を
共
に
し
て
、
話
題
に
上

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
は
欧
州

本
位
で
少
し
も
ア
ジ
ア
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
な
い
か
ら
、　
一
つ
わ
れ
わ
れ
で

別
組
織
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
や
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。
小
生
は
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
山
岳
団
体
が
互
い
に
連
絡
を
と
り
合

い
、
必
要
な
協
議
を
し
、
親
交
を
結
ぶ

こ
と
に
は
大
賛
成
だ
が
、
既
に
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
近
年
ア
ジ
ア

に
も
心
を
配

っ
て
い
て
、
現
に
近
年
、

ネ
パ
ー
ル
や
韓
国
で
も
大
会
が
行
な
わ

れ
て
い
る
の
で
、
屋
上
屋
に
な
る
こ
と

を
避
け
、
そ
の
中
で
の
ア
ジ
ア
・
グ
ル

ー
プ
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
集

っ
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
、
も
う
少
し
、
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
の
動
向
を
見
守

っ
て
、
な
ど
と
話
し

た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
形
に
せ
よ
、

ア
ジ
ア
諸
国
間
の
登
山
者
た
ち
が
互
い

に
親
し
む
機
会
を
持
ち
、
或
い
は
登
山

の
喜
び
を
共
に
す
る
こ
と
は
、
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
、
か
ね
て
私
の
念
じ
て
い

る
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
国
際
化
の
端
的
な
現
わ
れ

と
し
て
、
何
と
か
実
現
し
た
い
。
八
十

周
年
記
念
の
集
会
な
ど
は
、
そ
の
よ
い

チ
ャ
ン
ス
と
心
に
思

っ
て
い
た
。

大
き
な
円
卓
に
は
、
見
事
な
拷
鴨
を

始
め
、
食
べ
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
皿
が
出
、

瓶
が
並
ぶ
。
杯
が
く
り
返
し
挙
げ
ら
れ

る
。
御
光
臨
と
今
回
の
謝
辞
を
述
べ
る

と
、
史
氏
は
登
山
協
会
は
登
山
の
対
応

の
み
で
な
く
、　
一
般
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

や
旅
行
の
方
も
お
世
話
出
来
る
の
で
、

中
国
旅
行
社
の
み
で
な
く
、
当
方
に
も

お
申
込
み
下
さ
い
と
語
ら
れ
、
近
い
将

来
、
共
同
登
山
も
よ
い
で
す
な
と
語
り

合
う
。
か
く
し
て
、
三
泊
四
日
は
瞬
く
間
に

経

っ
た
。
空
か
ら
、
次
の
折
に
は
山
登

り
の
仕
度
で
と
、
中
国
の
大
地
に
別
れ

を
告
げ
た
。

海
外
の
幽

力
を
頂
い
た
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
米
国
そ
し
て
日
本

の
国
旗
を
掲
げ
て
彼
の
偉
業
を
偲
ん
だ
。

植
村
君
の
世
紀
の
遠
征
の
記
念
碑
を
建
立
し
て
其
の
偉

業
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
関
係
者
に
残
さ
れ
た
責
務
で

あ
り
、
ま
た
こ
の
記
念
碑
建
立
に
よ
り
、
遠
征
の
幕
を
閉

じ
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
認
識
の
下
に
、
今
回
の
レ
リ
ー

フ
設
置
は
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
、
生
前
植
村
君
と
も
幾
度
か
打
合
せ
る
機

会
が

あ
っ

た
。
記
念
碑
を
何
処
に
設
置
す
る
か
に
つ
い
て
北
極
点
は

勿
論
、
殆
ど
人
の
訪
れ
る
こ
と
の
無
い
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

北
端
モ
ー
リ
ス
ジ

ェ
サ
ッ
プ
岬
も
不
適
当
で
あ
り
、
南
端

の
町
ナ
ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
が
最
適
地
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の

余
地
が
な
か
っ
た
。

前
記
植
村
峯
命
名
と
記
念
碑
の
設
置
に
対
し
蔭
の
協
力

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
人
が
あ
る
の
で
記
録
に
と
ど
め
て
置

き
た
い
。
元
ナ
ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
空
港
の
気
象
台
所
長
で
あ

っ
た
ゴ
ー
ム

・
ボ
ー
バ
ー
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
植
村
君
が

氷
床
よ
り
撤
退
す
る
際
、
気
象
の
面
で
協
力
し
て
く
れ
た

縁
で
、
植
村
君
独
特
の
人
柄
に
惚
れ
込
み
デ
ン
マ
ー
ク
政

府
の
現
地
出
先
機
関
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

・
テ
ク
ニ

カ
ル
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
通
称
Ｇ
Ｔ
Ｏ
と
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド

・
ホ
ー
ム
ル
ー
ル

（グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
自

治

省
）
の
間
の
斡
旋
の
労
を
と
り
、
五
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、　
一
九
八
三

年
夏
の
初
め
に
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

植
村
君
は
記
念
碑
設
置
許
可
の
出
た
こ
と
を
殊
の
ほ
か

喜
び
、
マ
ツ
キ
ン
レ
ー
遠
征
を
終
え
た
上
で
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
に
取
付
け
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
し

か
し
、
果
た
せ
ぬ
夢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

記
念
碑
建
立
の
た
め
相
当
巨
額
な
資
金
を
必
要
と
し
た

が
、
こ
れ
は
植
村
君
の
熱
心
な
支
持
者
に
よ
り
漸
く
成
し

と
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ハ
ス
キ
ー
犬
ア
ン
ナ
の
彫
刻
以
来
親
し
く
な
っ
た
彫
塑

家
塩
崎
宇
宙
先
生
の
格
別
な
ご
好
意
、
日
本
航
空
株
式
会

社
の
航
空
券
に
よ
る
ご
協
力
、
ま
た
小
生
の
友
人
、
ア
ー

ヌ
ナ
タ

ッ
ク

・
ウ

エ
ム
ラ
と

記
念
碑
建
立
の
経
緯

海
外
委
員
会

一
九
七
八
年
に
行
な
わ
れ
た
植
村
直
己
君
の
北
極
点
お

よ
び
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
縦
断
単
独
犬
権
行
は
今
世
紀
の
壮

挙
と
言
わ
れ
る
。

一
九
七
六
年
の
半
ば
過
ぎ
、
当
時
の
炉
辺
会
々
長
交
野

武

一
氏
よ
り
植
村
君
が
計
画
し
て
い
る
北
極
点

・
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
遠
征
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
彼
に
筆
者
（吉
田
）

が
紹
介
さ
れ
た
の
が
付
き
合
い
の
始
ま
り
で
、
同
遠
征
の

準
備
の
段
階
よ
り
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

植
村
峰
に
つ
い
て
は

一
九
七
八
年
遠
征
終
了
直
後
、
植

村
君
の
氷
床
上
の
ゴ
ー
ル
地
点

近
く
、
北
緯
六

丁

三

九
、
西
経
四
四

。
一
五
で
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
最
南
端
の

町
ナ
ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
よ
り
北
東
約
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

屹
立
す
る
無
名
峰

（
二
五
四
〇
肝
）
に
ウ
エ
ム
ラ
の
名
を

冠
す
る
よ
う
、
駐
日
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
に
申
請

し

た

が
、
数
ヶ
月
後
に
生
存
者
の
名
を
冠
す
る
こ
と
は
国
の
規

則
上
許
さ
れ
な
い
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
植
村
君
が
昨

一

九
八
四
年
二
月
十
六
日
を
最
後
に
消
息
を
断
ち
、
推
定
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
時
点
で
、
再
度
口
頭
で
申
し
入
れ
を
行

な
っ
た
結
果
、
六
月
十
六
日
の
追
悼
式
の
席
上
で
キ
ン
バ

ー
ク
駐
日
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
よ
り
植
村
峯
の
命
名
が
行
な

わ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内
陸
氷
床
上
に
そ
び
え
る
双
耳

峰
が
ヌ
ナ
タ
ッ
ク

・
ウ
エ
ム
ラ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。昨
年
九
月
中
旬
、
植
村
君
の
長
兄
修
さ
ん
と
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
訪
間
の
際
、
ナ
ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
よ
リ
ジ

ェ
ッ
ト

ｏ

ヘ
リ
四
〇
分
の
飛
行
で
氷
床
上
に
至
り
、
植
村
峯
よ
り
直

線
距
離

一
・
ニ
キ
ロ
の
地
点

へ
着
陸
、
こ
の
遠
征
で
ご
協

(2)
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ウ
ェ
ス
ト
ン
初
来
日
の
日

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
の
季
節
が
近
付
い
て

き
た
の
を
機
会
に
、
古
い
事
柄
で
は
あ

る
が
、
新
し
い
話
題
を

一
つ
―

。

ウ
エ
ス
ト
ン
と
い
う
と
、
登
山
界
で

は
身
近
か
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

未
知
の
面
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
た
と
え

ば
、
は
じ
め
て
日
本

へ
来
た
日
付
さ
え

も
不
明
で
あ
っ
た
。　
一
八
八
七
年
あ
る

い
は
八
八
年
と
記
さ
れ
て
き
た
が
、
今

回
は
じ
め
て
、　
一
八
八
八
年

（明
治
二

十

一
年
）
四
月

一
日
神
戸
着
と
確
定
で

き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
と
な
る
史
料
は
、
吹
田
市

在
住
の
川
村
宏
氏
が
発
見
さ
れ
た
も
の

で
、
長
崎
で
発
行

の
英
字
新
聞

↓
Ｆ
ｏ

男
〓
∽】●
∞
　
∽
Ｃ
●
　
”
い
鮎
　
日４
”
∞
”
∽”
Ｆ
中　
円̈
Ｘ
‥

「
①∽∽
の

一
八
八
八
年
四
月
四
日
付
の

紙
面
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た

長
崎
着
の
船
客
名
簿
に
、　
一
等
船
客
ウ

オ
ル
タ
ー

・
ウ
エ
ス
ト
ン
師
と
あ
る
の

を
、
川
村
氏
は
見
出
さ
れ
た
。
乗
船
は

香
港
か
ら
二
月
二
十
九
日
に
長
崎
入
港

の
ロ
ン
バ
ー
デ
イ
号
で
、
翌
三
十
日
神

戸

へ
向
け
出
港
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

で
は
神
戸
入
港
は
何
日
か
、
川
村
氏

は
調
査
を
重
ね
た
末
に
、
当
時
の
神
戸

又
新
日
報
に
よ
つ
て
、
ロ
ン
バ
ー
デ
イ

号
の
四
月

一
日
入
港
を
突
き
と
め
ら
れ

た
。
長
崎
寄
港
中
に
上
陸
は
し
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
最
終
目
的
地
は
神
戸
だ

か
ら
、
こ
の
四
月

一
日
を
ウ
エ
ス
ト
ン

島
　
田

　

　

巽

初
来
日
の
日
付
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
と
、
川
村
氏
は
考
え

て
お
ら
れ

る
。
同
師
は
神
戸
着
の
後
に
熊
本

へ
赴

い
た
の
で
、
長
崎
寄
港
の
日
を
初
来
日

と
す
る
と
、
長
崎
か
ら
熊
本

へ
直
行
し

た
と
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
も

あ

る

の

で
、
私
も
四
月

一
日
神
戸
着
を
初
来
日

と
見
る
の
が
至
当
と
考
え
る
。

こ
う
し
て
初
来
日
の
日
は
確
認
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
約

一
年
間
、
ウ
ェ
ス
ト

ン
師
の
動
静
は
、
さ
っ
ば
り
分
か
ら
な

い
。
熊
本
に

一
時
期
滞
在
し
た
と
い
わ

れ
る
が
、
本
会
熊
本
支
部
の
西
沢
支
部

長
に
お
願
い
し
て
度
々
調
べ
て
い
た
だ

い
た
が
、
後
年
の
祖
母
山
な
ど
の
山
登

り
の
史
料
以
外
は
見
あ

た
ら
な

か
っ

た
。
当
惑
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
ま
た

川
村
氏
か
ら
新
史
料
の
コ
ピ
ー
が
届
け

ら
れ
た
。
前
記
、
長
崎
の
英
字
新
間
の

一
八
八
八
年
十
月
二
十
四
日
号
に
掲
載

の
船
客
名
簿
で
、
十
月
十
五
日
神
戸
発

十
七
日
長
崎
着
の
ア
ン
コ
ナ
号
に
ウ
ェ

ス
ト
ン
が
乗
船
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
た
。
長
崎
か
ら
は
陸
路
を
熊
本

へ
向

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
頃

の
動
静
を
知
る
有
力
な
鍵
と
な
る
か
も

知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
熱
心
な
調
査
で
成
果
を

あ
げ

つ
つ
あ
る
川
村
氏
は
、
三
年
後
の

ウ
エ
ス
ト
ン
来
日

一
〇
〇
年

を
目
標

に
、未
知
の
究
明
に
励
ん
で
い
ら
れ
る
。

ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
々
長
●
バ
ー
ト

ｏ
ホ
ワ
イ
ト

氏
よ
り
の
多
額
の
拠
金
で
あ
る
。

後
掲
の
碑
文
を
刻
ん
だ
記
念
碑

（ブ

ロ
ン
ズ

レ
リ
ー

フ
）
は
二
組
準
備
し
、　
一
組
は
ナ
ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
よ
り
直
線
距
離
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
大
岩
壁

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
を
鉄
の
ボ
ル
ト
で
取
付
け
、

そ
の
上
に
レ
リ
ー
フ
を
設
置
し
て
植
村
君
の
偉
業
を
後
世

に
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
毎
年
比
地
を
訪
れ
る
数
千
人

の
観
光
客
は
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

一
歩
外
に
出
る
と
真

正
面
の
大
岩
壁
に
こ
の
レ
リ
ー
フ
を
望
み
、
至
近
距
離
か

ら
は
彼
の
温
容
と
碑
文
が
見
え
る
。
他
の
一
組
は
ア
ー
ク

テ
イ
ッ
ク
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
壁
面
に
取
り
付
け
ら
れ
、
天

候
に
か
か
わ
り
な
く
客
の
眼
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。な
お
、
記
念
碑
の
建
立
に
先
立
ち
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

ヘ
の
途
次

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に

一
泊
、
デ
ン
マ
ー
ク
駐
在

賀
陽
日
本
大
使
の
陪
席
を
得
、
ホ
ー
エ
ム
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
省
大
臣
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。
ま
た
記
念
碑
の
設
置

さ
れ
た
九
月
二
十
日
に
は
午
後
四
時
よ
り
大
岩
壁
の
碑
の

前
で
除
幕
式
の
挙
行
予
定
で
あ
っ
た
が
、
強
風
と
寒
気
の

た
め
急
拠
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
会
場
を
移
し
、
Ｇ
Ｔ
Ｏ
代

表
ラ
ー
セ
ン
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
自
治
省
の
ラ
ン
ド
諸
氏

と
私
の
式
辞
の
後
、
屋
外
に
出
て
百
人
近
い
人
々
の
見
守

る
中
で
植
村
　
修
氏
、
ラ
ン
ド
夫
人
の
手
に
よ
り
除
幕
が

行
な
わ
れ
た
。

植
村
君
の
最
終
日
標
で
あ
っ
た
南
極
犬
桟
遠
征
は
フ
ォ

ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
た
め
挫
折
し
て
将
来
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
前
哨
戦
と
し
て
挑
ん
だ
冬
期

マ
ッ
キ
ン

レ
ー
単
独
登
頂
を
果
た
し
た
彼
は
遂
に
還
ら
ず
、
マ
ッ
キ

ン
レ
ー
を
墓
標
と
し
て
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
。

彼
の
数
々
の
偉
業
は
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
眺
め
る
世
界
の

人
々
の
語
り
草
と
し
て
永
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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◇

玉

山

へ
―岐

阜
支
部

藤

井

茂

雄

大
垣
山
岳
協
会
の
第

一
次
玉
山
登
山
隊
が
頂
上
に
立
っ

た
の
は
昭
和
四
十
年

一
月
だ
っ
た
。

今
年
は
ち
ょ
う
ど
二
十
周
年
に
当
る
。
第

一
次
隊
の
メ

ン
バ
ー
で
、
昨
年
相
次
い
で
故
人
と
な
っ
た
日
比
晴
美
、

宇
佐
美
常
樹
両
君

（元
日
本
山
岳
会
員
）
の
慰
霊
を
思
い

出
の
玉
山
山
頂
で
行
な
う
。
ま
た
、
同
隊
の
ポ
ー
タ
ー
で

不
慮
の
事
故
の
た
め
下
半
身
不
随
と

な
っ
た
山
胞
の
史
進
さ
ん
を
慰
間
、

激
励
す
る
な
ど
の
目
的
を
も
っ
て
、

井
上
孝
二
団
長
以
下
九
名
の
訪
華
親

善
第
二
次
玉
山
登
山
隊
は
出
発
し
た
。

一
月
二
十
五
日
、
曇
り
、
中
正
国
際
空
港

へ
。
中
華
民

国
山
岳
協
会
の
荼
趙
楽
総
幹
事
を
は
じ
め
大
勢
の
お
出
迎

え
を
い
た
だ
い
た
。
夕
刻
、
協
会

へ
表
敬
訪
問
。
ミ
ー
テ

ン
グ
で

「
目
下
、
玉
山
付
近
に
雪
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」

と
の
こ
と
。
夜
、
周
百
錬
会
長
以
下
ご
出
席
の
歓
迎
会
に

臨
み
、
熱
気
溢
る
る
大
盛
会
、
現
地
新
聞
も
写
真
入
り
で

詳
報
。
一
月
二
十
六
日
、
雨
、
定
期
バ
ス
で
阿
里
山
に
向
か
う
。

協
会
か
ら
林
樹
封
副
総
幹
事

（６２
）
と
余
初
雄
氏

（５８
）

の
ご
案
内
で
万
全
。
林
さ
ん
は
七
年
前
の
今
西
錦
司
先
生

魯
ハ
ｔ
ｅ
ん
υ
κ
デ
ミ
ほ
戒獅
ち
厖
Ｗ
ソ
フ

↓

(3)



(第二種郵便物認可)山  479-1985・ 5・ 20

私
は
逆
に
他
力
本
願
で
、
十
年
前
、
本

会
創
立
七
十
周
年
記
念
の

「
日
本
の
山

岳
名
著
覆
刻
」
（大
修
館
版
）
に
解

題

を
執
筆
し
た
際
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
略
年
譜

を
作
成
し
た
と
き
以
来
、
い
つ
も
垣
内

茂
師
の
教
示
に
頼

っ
て
き
た
。
同
師
は

日
本
聖
公
会
史
の
研
究
家
で
現
在
は
逗

子
聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
司
祭
を
つ
と
め
ら

れ
る
が
、
今
回
の
川
村
宏
氏
の
上
記
史

料
発
見
の
こ
と
も
、
実
は
垣
内
師
か
ら

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

十
年
前
に
私
が
作

っ
た
略
年
譜
は
、

そ
の
後
の
調
査
の
結
果
、
修
正
や
加
筆

を
要
す
る
部
分
が
多
く
な
っ
た
の
で
、

日
下
書
き
改
め
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
年
譜
の
決
定
版
は
、
垣
内

茂
師
や
川
村
宏
氏
の
本
格
的
な
調
査
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
も
の
と
期
待

し

て
、
私
は

一
つ
の
タ
タ
キ
台
程
度
の
暫

定
版
で
も
と
思

っ
て
努
め
て
い
る
。
会

員
諸
兄
の
ご
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
甚
で

あ
る
。

八

十

周

年

記

念

行

事
の

お
jtロ

ら

せ

本
会
の
創
立
八
十
周
年
を
記
念
す
る

行
事
は
各
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
で
も
盛
大
に

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
で
の
行

事
は
、
そ
の
概
要
が
左
の
よ
う
に
決
ま

り
、
現
在
準
備
中
で
す
の
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

一
、
八
十
周
年
記
念
式
典

八
月
二
十
四
日

（土
）
十
五
時
―
十
七
時

椿
山
荘

（目
白
）
に
て

一
、
八
十
周
年
記
念
晩
餐
会

八
月
二
十
四
日

（土
）
十
七
時
半

―
二
十
時
半

椿
山
荘
に
て

右
の
式
典
及
び
記
念
晩
餐
会
に
は
、

秩
父
宮
妃
殿
下
の
御
臨
席
（前
半
の
み
）

の
他
、
内
外
来
賓
の
列
席
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
晩
餐
会
は
本
年

度
の
年
次
晩
餐
会
も
兼
ね
る
の
で
、
十

二
月
の
晩
餐
会
は
行
な
わ
な
い
。

一
、
八
十
周
年
記
念
展
覧
会

八
月
二
十
二
日

（木
）
―

二
十
七
日

（火
）
十
時
―
二
十
時

山
岳
会
ル
ー
ム
に
て

日
本
山
岳
会
の
八
十
年
を
顧
る
自
主

的
な
展
覧
会
で
、
重
点
は
六
十
周
年
以

降
及
び
登
山
界
の
未
来
に
お
か
れ
る
。

（別
掲
展
示
資
料
提
供
の
お
願
い
に
ご

協
力
下
さ
い
。）

一
、
八
十
周
年
記
念

「会
員
に
よ
る
絵

画

・
写
真
展
」

八
月
二
十
四
日
を
中
心
に
約

一
週
間

開
か
れ
る
が
、
場
所
、
応
募
要
領
な
ど

詳
細
は
後
日
発
表
さ
れ
る
。
当
会
会
員

の
制
作
に
な
る
絵
や
写
真
を
展
示
し
た

い
の
で
、
会
員
各
位
に
は
今
か
ら
作
品

の
準
備
を
お
願
い
し
た
い
。
た
だ
し
写

真
は

一
人

一
点
以
内
、
大
き
さ
は
半
切

と
す
る
。

他
に
次
の
諸
行
事
も
計
画
さ
れ
て
い

"……"…………………“…………………………………“…………………………海外の山

一
行
の

「雪
山
登
山
学
術
調
査
隊
」
に
参
加
さ
れ
た
ヴ

エ

テ
ラ
ン
。
余
さ
ん
は
第

一
次
隊
参
加
、
玉
山
十
九
回
目
の

お
馴
染
。
総
勢

一
〇
名
の
登
山
隊
と
な
り
、
阿
里
山
賓
館

に
泊
る
。

一
月
二
十
七
日
、
雨
の
ち
曇
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
じ
移

呵
鞍
部

へ
。
落
石
の
多
い
悪
路
で
肝
は
冷
し
っ
ば
な
し
。

排
雲
山
荘
ま
で
八
キ
ロ
の
坦
々
と
し
た
歩
道
は
よ
く
手
入

れ
さ
れ
て
い
た
。
雨
憶
み
、
途
中
よ
り
雪
み
ち
。
山
荘
付

近
は
積
雪
二
〇
彙ン
の
雪
景
色
に
変
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
山
荘
は
定
員
八
〇
名
と
か
。
ス
シ
詰
で
三
〇
〇
名
押

込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
同
夜
は
わ
が
隊
の
貸
切

り
。
水
、
寝
具
も
充
分
で
文
字
通
り
黄
金
の
御
殿
。
満
天

の
星
。
一
月
二
十
八
日
、
晴
、
雪
は
堅
く
登
高
快
適
。
九
合
目

の
風
日
付
近
の
難
所
に
は
鎖
も
取
付
け
ら
れ
、
安
全
登
山

の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。
二
時
間
半
で
山
頂
に
つ
く
。

元
監
察
院
長
の
干
右
任
先
生

（
一
八
七
八
―

一
九
六
四
）

の
銅
像
前
に
、　
一
等
三
角
点
の
標
石
が
雪
の
中
か
ら
頭
を

出
し
て
い
た
。

「玉
峯
観
日
二
九
五
二
Ｍ
」
と
あ
り
、
玉
山
の
標
高
に

ま
す
。

一
、
支
部
懇
談
会

八
月
二
十
四
日

（土
）
午
前
中

一
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
八
十
周
年
記
念
番

組
の
放
映
や
日
本
山
岳
絵
画
展
の
計

画
が
あ
る
。
絵
画
展
は
九
月
頃
、
日

本
橋
三
越
本
店
で
行
な

わ
れ

る
予

定
。

一
、
科
学
万
博
ネ
パ
ー
ル
館
で
は
八
月

二
十
五
日

（日
）
特
別
行
事

マ
ナ
ス

ル
祭
が
行
な
わ
れ
る
。
当
日
希
望
会

員
の
た
め
、
東
京
か
ら
万
博
見
学
バ

ス
を
運
行
の
予
定
。

（註
）
本
会
の
創
立
記
念
日
は
十
月
十

四
日
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
記
念
行

つ
い
て
疑
義
が
あ
っ
た
が
、
最
近
余
初
雄
氏
よ
り
次
の
資

料
を
い
た
だ
い
た
。

田
　
二
九
五
〇
口冽
＝

一
八
九
六
年
、
日
本
統
治
時
代
の

台
湾
総
督
府
臨
時
土
地
調
査
局
の
測
量
。

０
　
二
九
九
七
口月
＝

一
九
五
七
年
米
、
軍
極
東
陸
軍
製

図
局
測
量
。
但
し
実
地
測
量
を
行
な
っ
て
い
な
い
。

０
　
二
九
五
〇
口川
＝

一
九
七
三
年
、
聯
合
勤
務
総
司
令

部
の
製
図
と
実
地
測
量
。

四
　
三
九
五
二
・
三
八
二
房
＝

一
九
八
二
年
、
同
右
。

（月
刊
台
湾
観
光
二
月
号
よ
り
）

今
回
の
五
泊
六
日
の
玉
山
登
山
で
、
中
華
民
国
山
岳
協

会
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
細
部
に
わ
た
り
温
か

い
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
薬
濃
楽
先
生
、
連
絡
等
に
つ
い

て
お
手
数
を
煩
わ
し
た
周
文
先
生
。
林
樹
封
先
生
、
余
初

雄
先
生
に
は
登
山
行
動
中
ご
迷
惑
な
点
も
多
か
っ
た
こ
と

と
思
う
。
こ
の
場
を
借
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（大
垣
山
岳
協
会
第
二
次
玉
山
登
山
隊
長
）

事
に
参
加
さ
れ
る
会
員
の
休
日
の
と

り
易
さ
、
乗
物
の
混
雑
、
万
博
見
学

そ
の
他
の
条
件
を
考
慮
し
、
八
月
二

十
四
日
を
中
心
に
記
念
行
事
を
行
な

佐
々
　
保
雄

日
本
山
岳
会
八
十
周
年
記
念
行
事

実
行
委
員
長

山
田
　
二
郎

ご
承
知
の
よ
う
に
日
本
山
岳
会
は
今

日
本
山
岳
会
八
十
周
年
記
念
展
覧
会

並
び
に
山
岳
博
物
館
資
料
提
供

の
お
願
い

日
本
山
岳
会
々
長

う
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

（八
十
周
年
記
念
行
事

実
行
委
員
会

。
中
村
純
二
）

年
、
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
、
八
月
に

は
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
八
十
周
年

記
念
展
覧
会
を
開
催
の
予
定
で
あ
り
ま

す
。私
ど
も
は
兼
ね
兼
ね
、
山
岳
界
の
貴

重
な
記
念
の
品
を
収
集
し
て
、
日
本
だ
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け
で
な
く
世
界
に
も
誇
る
立
派
な
山
岳

博
物
館
を
建
設
し
た
い
と
望
ん
で
お
り

ま
し
た
。
今
回
前
記
記
念
展
が
開
催
さ

れ
る
に
当
た
り
、
現
時
点
で
な
く
て
は

集
め
ら
れ
な
い
品
物
、
今
の
中
に
整
理

し
て
お
か
な
く
て
は
由
緒
の
不
明
に
な

る
も
の
、
あ
る
い
は
登
山
史
上
画
期
的

な
役
割
を
果
た
し
た
品
物
や
映
像
、
記

録
な
ど
を
是
非
集
め
て
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
会
員
各
位
が
ご
保
管

中
、
あ
る
い
は
推
せ
ん
さ

れ

る
品
物

で
、
山
岳
博
物
館
の
た
め
の
貴
重
な
資

料
と
な
る
よ
う
な
品
物
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
何
卒
こ
の
際
、
当
委
員
会
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
早
速
然
る
ベ

き
手
続
を
と
っ
て
資
料
を
収
集
し
、
来

る
八
月
の
八
十
周
年
記
念
展
覧
会
に
飾

ら
せ
て
頂
き
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
展
示
室
面
積
や
展
示
構
造
の
立

場
か
ら
展
示
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
節
に
は
何
卒
ご
容
赦
下

さ
い
。
な
お
、
八
十
周
年
記
念

展
終

了
後

は
、
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
資
料
を
松

本
市
の
山
岳
館
内
に
設
け
ら
れ
る
予
定

の
日
本
山
岳
会
資
料
室
に
移
し
て
保
管

の
計
画
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
来
年

に

は
、
松
本
市
に
お
い
て
開
催
予
定
の
山

岳
博
覧
会
に
も
出
品
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ

ら
の
資
料
が
基
礎
と
な
っ
て
、
近
い
将

来
立
派
な
山
岳
博
物
館
が
誕
生
す
る
こ

と
を
衷
心
か
ら
祈

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

何
卒
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
年
二
月

八
十
周
年
記
念
晩
餐
会

（福
岡
）

創
立
八
十
周
年
記
念
晩
餐
会

（福
岡

会
場
）
は
、　
二
月
三
日

（日
）
、
東
九

州
、
熊
本
、
福
岡
の
三
支
部
合
同
で
九

州
在
住
の
会
員
七
九
名
、
本
部
か
ら
会

長
他
六
名
、
九
州
以
外
か
ら
の
参
加
五

名
、
来
賓
四
名
と
出
席
者
九
四
名
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

晩
餐
会
に
先
だ
ち
、
講
演
会
と
映
画

の
集
り
を
都
久
志
会
館
で
開
い
た
と
こ

ろ
、
会
員
以
外
の
山
の
同
好
者
を
含
め

二
〇
〇
名
程
の
参
加
を
得
た
。
佐
々
会

長
の

「
日
本
山
岳
会
あ
れ
こ
れ
」
と
の

演
題
で
、
会
草
創
期
の
貴
重
な
講
演
を

は
じ
め
て
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の

日
本
山
岳
会
創
立
八
十
周
年
記
念
の
ビ
ッ
ケ

ル
を
作

り
、
会
員
に
頒
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
銘
柄
は
門
田
作

の
特
殊
鋼
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
で
す
。
銘

は
表

に

∽
＞
”
”
〇
”
〇
パ
＞
∪
〇
↓
＞
、
裏
に

「＞
０

マ
ー
ク
と
記
念

の
表
示

（検
討
中
）
を
打
刻
し
、
試
作
品
を
ル
ー
ム
に
展

示
し
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
山
岳
会
玲
侍
の
作
品
に
な
り
ま

す
。
希
望
者
は
左
記
事
項
を
諒
承
の
上
、
ピ

ッ
ケ
ル
製
作

担
当
委
員
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

記

一
、
製
作
数
　
百
本
限
定

二
、
型
　
式
　
扇
型
、　
ハ
ー
ネ
ス
は
楕
円
筒
、
石
突
は
四

角
錐
、
柄
は
タ
モ
材

三
、　
ヘ
ッ
ド
の
長
さ
　
３０
ｍ
、
２７
ｍ
　
一
一種

四
、
ピ
ッ
ケ
ル
全
長
　
８０
ｍ
、
７５
ｍ
　
一一種

五
、
頒
　
価
　
二
万
八
千
円

（予
約
金
八
千
円
）

六
、
申
込
日
及
び
〆
切
　
昭
和
六
十
年
七
月
ょ
り
八
受
付

順
に
百
本
で
〆
切

（
一
人

一
本
限
り
）

七
、
引
渡
予
定
日
　
同
年
十
月
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｃ
窓
口
渡
し

か
、
申
込
者
の
住
所
渡
し
の
二
通
り

八
、
申
込
方
法
　
本
会
記
念
晩
餐
会
ご
案
内

（七
月
上
旬

発
送
）
に
同
封
す
る

「申
込
用
紙
」
に
て
す
べ
て
を
処

理
し
ま
す
。

（記
念
事
業
委
員
会
ピ
ッ
ケ
ル
製
作

担
当
委
員
　
入
沢
郁
夫

・
平
柳

一
郎
）

Ｊ
Ａ
Ｃ
八
十
周
年
記
念

ピ
ッ
ケ
ル
製
作
の
お
知
ら
せ

後
に

「
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
」
の
映
画
を

観
賞
し
た
。
当
時
の
苦
労
に
感
慨
無
量

で
、
参
加
者

一
同
、
大
変
有
意
義
な
時

を
過
し
た
と
感
じ
た
。

晩
餐
会
は
、
十
六
時
三
十
分
か
ら
西

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
て

開
か
れ
た
。
末
松
福
岡
支
部
長
の
地
元

側
の
歓
迎
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
佐
々
会

長
の
夢
の
あ
る
挨
拶
が
あ
り
、
山
田
副

会
長
か
ら
八
十
周
年
記
念
事
業
の
ボ
ゴ

ダ
、
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ユ
ン
ガ
初
縦
走
の

成
功
、
募
金
の
現
況
等
の
報
告
を
し
て

戴
き
、
神
崎
理
事
か
ら
は
、
会
の
運
営

に
つ
い
て
要
望
と
協
力
方
の
話
が
あ
っ

た
。
次
に
来
賓
代
表
と
し
て
、
安
川
寛

福
岡
県
山
岳
連
盟
会
長
か
ら
、
八
十
周

年
の
祝
辞
を
受
け
た
。
宴
会
に
入
る
前

に
、
本
部
と
九
州
以
外
か
ら
の
出
席
者

の
方
々
の
紹
介
を
新
員
会
員
が

行

な

い
、
野
口
東
九
州
支
部
長
の
音
頭
で
乾

盃
、
パ
ー
テ
イ
に
移

っ
た
。

九
州
三
支
部
合
同
の
催
し
は
、
七
十

周
年
、
久
住
山
麓
で
行
な

っ
て
す
で
に

十
年
が
経
ち
、
会
員
の
間
に
も
昔
話
の

花
が
咲
き
、
ま
た
本
部
の
役
員
方
の
中

に
は
直
接
話
す
の
が
初
め
て
と
い
う
方

が
多
く
、
場
内
楽
し
い
ム
ー
ド
で
予
定

時
間
を
延
長
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
終
り

近
く
で
今
後
益
々
会
が
発
展
す
る
こ
と

と
、
会
員
の
健
勝
を
祈
念
し
、
当
日
出

席
の
支
部
会
員
の
中
で
会
員
番
号
が

一

番
若
い
、
三
日
月
会
員
の
音
頭
で
高
歳

三
唱
を
行
な
っ
た
。
最
後
に
西
沢
熊
本

支
部
長
か
ら
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
晩

餐
会
を
無
事
終
了
し
た
。
こ
の
あ
と
場

所
を
か
え
、
二
〇
数
名
が
二
次
会
に
出

席
、
会
長
、
副
会
長
を
囲
み
夜
お
そ
く

ま
で
歓
談
し
た
。
　

（深
田
泰
三
）

福
岡
記
念
晩
餐
会
に
出
席
し
て

大
阪
、
名
古
屋
に
続
い
て
、
九
州
三

支
部
に
よ
る
八
十
周
年
記
念
晩
餐
会
が

二
月
二
日

（日
）
、
福
岡
で
開
催
さ
れ

た
。晩
餐
会
に
先
立
っ
て
、
講
演
と
映
画

会
が
都
久
志
会
館
に
お
い
て
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
。
講
演
は
佐
々
会
長
に
よ
る

山
岳
会
創
立
発
起
人
の
横

顔

の
紹
介

で
、
淡
々
と
し
た
日
調
で
語
ら
れ
る
発

起
人
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

一

を
、
興
味
深
く
感
銘
を
も

っ
て
聞
か
せ

一

て
戴
い
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
八
十
年

一

に
わ
た
る
山
岳
会
の
歴
史
の
重
み
を
改

一

め
て
認
識
し
、
山
岳
会
に
対
す
る
理
解

一

を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
い

て
映
画

「
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
」
が
上
映

さ
れ
、
歴
史
的
な
登
頂
に
感
激
を
よ
み

が
え
ら
せ
た
。

講
演
と
映
画
会
終
了
後
、
会
場
を
西

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移
し
晩
餐
会
が

行
な
わ
れ
た
。
当
初
の
予
想
を
超
え
る

出
席
者
で
会
場
は
既
に
開
宴
前
よ
り
盛

り
上
が
り
、
開
会
の
挨
拶
、
乾

盃

の

後
、
出
席
者

一
同
待
ち
か
ね
た
よ
う
に

グ
ラ
ス
を
片
手
に
歓
談
に
移
る
。
あ
ら

か
じ
め
受
付
で
戴
い
た
出
席

者
名
簿

で
、
お
よ
そ
の
顔
ぶ
れ
は
判

っ
て
い
る

も
の
の
、
こ
う
し
て
直
接
な
つ
か
し
い

顔
に
会
え
る
の
は
嬉
し
い
も

の
で
あ

る
。
九
州
三
支
部
が
こ
の
よ
う
に

一
堂

に
会
す
る
の
は
、
七
十
周
年
の
時
以
来

(5)
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で
あ
る
の
で
会
場
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
あ
う
姿
が
見
ら
れ
、

し
ば
し
の
間
、
会
場
は
熱
気

と
笑
い
声
に
つ
つ
ま
れ
た
。

新
旧
岳
人
が
各
地
か
ら
相
集

い
、　
一
夕
の
交
歓
に
時
を
過

ご
す
の
は
実
に
楽
し
い
も
の

で
、
八
十
周
年
を
祝
う
盛
り

上
が
り
は
最
高

調

と
な
っ

た
。今
回
、
八
十
周
年
記
念
晩

餐
会
が
本
部
の
他
、
こ
の
九

州
の
地
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
、
遠
隔
地
ゆ
え
に
と
も
す

れ
ば
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な

集
会
に
参
加
し
に
く
か
っ
た

九
州
在
住
の
会
員
に
、
よ
り

多
く
参
加
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
と
な
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
支

部
の
活
性
化
に
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た

と
思
う
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
九
州
三

支
部
相
互
の
、
さ
ら
に
山
岳
会
全
体
の

交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
ま
っ
て
ゆ

く
な
ら
ば
、
今
回
の
福
岡
で
の
晩
餐
会

は
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

賑
や
か
な
歓
談
が
続
く
う
ち
に
予
定
の

時
間
も
過
ぎ
、
出
席
者

一
同
話
は
尽
き

ぬ
様
子
で
あ
っ
た
が
、
再
会
を
約
し
、

盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な

っ
た
。
今

回
の
記
念
晩
餐
会
は
三
支
部
合
同
と
い

う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
準
備
か
ら
実
行

ま
で
全
て
福
岡
支
部
の
皆
様
の
お
世
話

に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（熊
本
支
部

・
田
上
敏
行
）

に
も
遅
い
春
が
訪
れ
、
モ
モ
、
ア
ン
ズ
そ

し
て
サ
ク
ラ
が

一
斉
に
花
開
き
ま
す
。

そ
ん
な
四
月
の
あ
る
日
、
除
雪
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
で
冬
眠
を
破

ら
れ
た
上
高
地
に
は
、
梓
川
川
畔
の
ケ

シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
が
赤
く
芽
吹
き
始
め
て

い
る
の
で
す
。

下
旬
の
二
十
七
日
に
は
、
山
の
安
全

を
祈
願
す
る
「開
山
祭
」
が
行
な
わ
れ
、

河
童
橋
の
前
で
は
古
式
の
「
し
し
舞
い
」

や

「安
曇
節
と
踊
り
」
、
最
近
で
は

ア

ル
ペ
ン
ｏ
ホ
ル
ン
の
吹
奏
な
ど
披
露
さ

れ
、
こ
の
日
か
ら
十

一
月
ま
で
の
短
い

上
高
地
の

一
年
が
始
ま
り
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
は
や
っ
と
眠
り
か
ら
醒

め
た
ば
か
り
。
水
量
の
増
し
始
め
た
川

畔
に
立
っ
て
眺
め
る
穂
高
の
峰
は
、
ま

だ
冬
の
装
い
。
雪
の
ち
ら
つ
く
日
も
あ

り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
の
喧
喋
も

去
る
と
、
上
高
地
は

一
雨
ご
と
に
急
速

に
装
い
を
新
し
く
し
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
や
コ
ナ
シ
、
ニ
レ
、
ケ
シ

ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
樹
々
は
、
日
に
日

に
そ
の
色
あ
い
を
強
め
、
上
高
地
に
は

ま
る
で
し
ば
り
た
て
の
メ
ロ
ン
ジ

ユ
ー

ス
の
よ
う
な
風
が
吹
き
ぬ
け
て
行
き
ま

す
。五

月
の
下
旬
、
明
神
か
ら
徳
沢

へ
の

道
を
辿

る
と
、
樹
林
の
な
か
に
、
自

く
、
小
さ
い
花
を
つ
け
た
ニ
リ
ン
ソ
ウ

の
群
落
に
逢
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

よ
い
よ
美
し
い
季
節
の
始
ま
り
で
す
。

上
高
地
は
花
の
時
を
迎
え
る
の
で
す
。

エ
リ
ン
ソ
ウ
か
ら
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
、

コ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
と
花
の
季
節
が
移
る

東

西

南

レ
Ｌ
■
月

初
夏
上
高
地

―

コ
ナ
シ
と
柳
繋
の
仙
郷

山
研
運
営
委
員
会

松
本
平
が
リ
ン
ゴ
の
白
い
花
に
埋
め

つ
く
さ
れ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
安
曇
野

と
田
代
池
は
レ
ン
グ
ツ
ツ
ジ

に
飾

ら

れ
、
湿
原
を
赤
く
染
め
ま
す
。

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は
、
レ
ン
グ
ツ
ツ
ジ

の
咲
く
六
月
第

一
週
の
日
曜
日
に
開
か

れ
ま
す
。

梓
川
の
瀬
音
と
広
場
に
流
れ
る
コ
ー

ラ
ス
。
六
月
は
、
上
高
地
が
最
も
可
憐

な
美
し
さ
に
充
ち
み
ち
て
い
る
月
な
の

で
す
。
コ
ナ
シ
は
白
い
花
を
つ
け
、
触
れ
れ

ば
、
指
先
が
そ
の
色
に
染
め
ら
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
カ
ラ
マ
ツ
の
緑
。
そ
し
て

そ
の
樹
間
の
む
こ
う
に
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ほ
ど
よ
く
残
雪
を
配
し
て
、
穂
高

の
峰
が
あ
り
ま
す
。

六
月
の
快
晴
の
あ
る
日
、
初
夏
の
陽

を
浴
び
な
が
ら
河
童
橋
の
近
く
の
木
の

ベ
ン
チ
に
座

っ
て
い
る
と
、
き
っ
と
素

晴
ら
し
い
光
景
に
出
逢
う
は
ず
で
す
。

沢
山
の
人
で
賑
わ
う
こ
の
付
近
で
も

ば

っ
た
り
と
人
影
の
と
だ
え
る
昼
下
が

り
の
、
空
自
の
一
瞬
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
無
数
の
綿
毛
が
陽
に
キ
ラ

キ
ラ
と
光
り
な
が
ら
、
風
の
中
に
漂
い

流
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る

は
ず
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
で
も
出
く

わ
す
と
、
も
う
六
月
の
上
高
地
の
虜
と

な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

藍
色
の
水
を
湛
え
て
流
れ
る
梓
川
の

瀬
音
と
、
遠
く
の
山
の
声
、
初
夏
の
空

気
を
微
か
に
震
わ
せ
て
吹
く
風
と
、
コ

ナ
シ
の
葉
の
微
か
に
擦
れ
合
う
音
。
そ

ん
な
な
か
に
綿
毛
―
―
柳
架
が
漂
い
そ

の
む
こ
う
に
六
月
の
穂
高

の
峰

が
光

る

こ
の
光
景
は
、
も
う
上
高
地
で
は
な

く
、
辻
村
伊
助
の
言
う

「神
河
内
」
な

の
で
す
。

日
本
山
岳
会
上
高
地
山
岳
研
究
所
、

通
称

「山
研
」
は
、
河
童
橋
か
ら
の
ん

び
り
歩
い
て
三
分
く
ら
い
の
、
梓
川
右

岸
の
雑
木
に
囲
ま
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
建

っ
て
い
ま
す
。
年
間
六
百
人
ほ
ど
の
会

員
や
そ
の
家
族
、
友
人
な
ど
の
皆
さ
ん

に
利
用
さ
れ
て
い
る
山
研
も
、
改
築
し

て
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

初
夏
の
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
の
咲
く
、
最
も
素
晴
ら
し
い
時
期

に

「山
研
」
に
泊
ま
り
、

「神
河
内
」

を
心
ゆ
く
ま
で
貪
り
つ
く
す
。

忙
し
い
と
き
を
過
ご
し
て
い
る
現
代

の
私
た
ち
。
そ
ん
な
毎
日
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
心
を
遊
ば
せ
る
時
間
を
も
ち
た

い
も
の
。
上
高
地
山
研
は
、
そ
ん
な
人

た
ち
の
た
め
の
、

「心
の
休
息
の
場
」

な
の
で
す
。

今
年
も
ま
た
上
高
地
山
研
で
逢
い
ま

し
よ
う
。

利
用
料
は
今
年
も
据
え
置
き
、　
一
泊

会
　
　
口貝
　
　
一
八
〇
〇
円

非

会

員
　
　
二
八
〇
〇
円

小

学

生
　
　
一
〇
〇
〇
円

幼
　
　
児
　
　
　
五
〇
〇
円

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
食
事
は
自
炊
が

原
則

で
す

が
、
主
食
の
み

一
食
三
五
〇
円
で
、
管

理
人
の
島
田
さ
ん
に
お
願

い
で
き

ま

す
。
利
用
申
し
込
み
の
折
に
申
し
出
て

下
さ
い
。
ご
家
族
、
友
人
、
職
場
の
グ

ル
ー
プ
と
、
ぜ
ひ
今
年
も
皆
さ
ん
で
利

用
し
て
下
さ
い
。

本
年
は
四
月
二
十
七
日
に
開
所
し
ま

(6)
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第

二
十

二
回

こ

の

　

一

本

展

（上
）

［凶
童
日
本
書
貝
〈
バ

第
二
十
七
回

『
こ
の
一
本
展
』
は
去
る
二
月
二
日
（土
）

ル
ー
ム
図
書
室
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

「Ｒ
Ｃ
Ｃ
初
期

会
員
の
著
書
と
Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
及
資
料
」
と
い
う

テ
ー

マ

で
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
図
書
を

一
堂
に
蒐
め
展
覧
し
よ
う

と
い
う
企
画
を
立
て
た
訳
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
事
情
が

あ

っ
て
、
開
催
案
内
を
直
前
に
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
、
準
備
不
足
と
、
観
に
来
て
下
さ
る
方
々
に
迷

惑
を
掛
け
る
と
心
配
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
は
多
く
の

会
員
の
協
力
を
得
て
充
実
し
た
内
容
で
開
く
こ
と
が
出
来

た
。Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
大
正
十
三
年
秋
、
藤
木
九
二
を
中
心
に
、
主

に
岩
登
り
の
技
術
を
研
究
す
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
神
戸
で
結

成
さ
れ
た
。
藤
木
九
二
は
、
発
会
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
百

名
内
外
で
あ
っ
た
と

″Ｒ
Ｃ
Ｃ
か
ら
ケ
ル
ン
ヘ
の
回
想
″

（ケ
ル
ン
６０
号
）
に
書
い
て
い
る
が
、

「岩
登
り
術
」
に

捜
入
さ
れ
て
い
た
大
正
十
四
年
七
月
付
の
ロ
ッ
ク

・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
倶
楽
部
部
員
名
簿
に
は
総
数
五
十
七
名
の
名
前

が
載

っ
て
い
る
。
こ
の
名
簿
に
は
住
所
、
氏
名
の
外
、
部

員
章
番
号
、
役
員
が
付
い
て
い
る
が
、
因
み
に
部
員
章
番

号

一
番
は
藤
本
九
二
、
二
番
が
直
木
重

一
郎
、
三
番
が
榎

谷
徹
蔵
で
あ
る
。
他
に
は
三
木
高
琴
が

一
八
番
、
水
野
祥

太
郎
が
四
六
番
、
西
岡

一
雄
二
六
番
、
富
田
砕
花
二

一
番

と
な
っ
て
い
る
。
役
員
は
専
務
理
事
榎
谷
徹
蔵

（Ｒ
Ｃ
Ｃ

の
事
務
所
は
同
氏
宅
に
置
か
れ
た
）
、
理
事
に
藤
木
九
二
、

影
山
寅
造
、
北
儀

一
郎
、
直
木
重

一
郎
、
米
沢
牛
歩
の
六

名
で
あ
っ
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
十
年
後
の
昭
和
八
年
（
一
九
二
三
年
）
に
解
散

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
神
戸
の
街
と
そ
の
裏
山
と
も

い
え
る
六
甲
の
山
々
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
、
神
戸

徒
歩
会
や
神
戸
在
住
の
外
人
達
、
ま
た
は
「Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

等
と
密
接
な
交
渉
を
持
ち
な
が
ら
会
と
し
て
の
形
を
整
え

発
展
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
土
地
柄
や
設
立
の
い
き

さ
つ
か
ら
そ
の
頃
の
学
校
山
岳
部
と
は
ま
っ
た
く
違

っ

た
、
大
衆
的
で
庶
民
的
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
、
そ
の
一

方
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
バ
タ
ー
臭
い
、
と
い
う

一
種
独

特
の
雰
囲
気
を
持
つ
会

へ
と
成
熟
し
て
い
っ
た

の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
第
五
輯
ま
で
刊
行
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
や
、

藤
木
九
二
の
著
書
等
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
会
員
達
の

一
部
は

″岳
〃
グ
ル
ー
プ
を
結

成

し
、
発
表
誌
と
し
て

「岳
」
を
三
冊
発
行
し
た
。
ま
た
、

解
散
後
は
、
昭
和
八
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌

「
ケ
ル

ン
」
に
拠
り
集
い
、
そ
こ
が
新
し
い
活
躍

の
場

と
な
っ

た
。
こ
の
辺
は
前
記

〃Ｒ
Ｃ
Ｃ
か
ら
ケ
ル
ン
ヘ
の
回
想
〃

に
詳
し
い
。

Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
藤
木
九
二
の
編
著
書

は
大
変
多
く
、
最
初
の
本

「岩
登
り
術
」
か
ら
昭
和
五
十

四
年
六
月
刊
の
文
庫
版

「雪

。
岩

・
ア
ル
プ
ス
」
ま
で
入

れ
る
と
二
七
冊
に
及
ぶ
。
今
回
の
展
示
で
は
、
こ
の
藤
木

九
二
の
著
作
を
中
心
に
、前
記
の
名
簿
に
名
前
を
連
ね
る
、

富
田
砕
花
、
西
岡

一
雄
、
水
野
祥
太
郎
、
三
木
高
琴
、
永

楽
孝

一
と

「Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
」
寄
稿
者
の
内
、
加
納

一
郎
、

加
藤
文
太
郎
各
氏
の
主
な
著
書
を
並
べ
た
。
藤
木
以
外
で

は
加
納

一
郎
、
西
岡

一
雄
な
ど
も
著
作
が
多
い
の
で
あ
る

が
、
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
全
部
を
並
べ
る
訳
け
に

も
行
か
ず
、
各
氏
共
に
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
著
作
の
展
示

に
止
ま
っ
た
。
ま
た
資
料
に
関
し
て
は
準
備
期
間
が
短
か

か
っ
た
割
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
展
示
さ
れ
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ

に
関
す
る
主
要
な
書
物
は
大
体
網
羅
出
来
た
も
の
と
思

っ

て
い
る
。

な
お
今
回
は
慣
例
の
出
品
者
に
依
る
解
説
原
稿
が
付
い

て
い
な
い
の
で
、
当
日
展
覧
し
た
著
書
、
資
料
と
出
品
者

名
の
み
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（以
下
次
号
）

し
た
。

（坂
本
正
智
）

ク
リ

シ

ュ
ナ

・

バ

ハ
ド

ゥ
ー

ル

ｏ

バ
ル
マ
氏
歓
迎
会

二
月
二
十
日
（土
）午
後
三
時
よ
り
、

ル
ー
ム
に
て
本
会
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
で

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
バ
ル
マ
氏
を
迎

え
歓
迎
パ
ー
テ
イ
が
開
か
れ
た
。
西
堀

栄
二
郎
、
堀
田
弥

一
、
竹
節
作
太
、
…

と
、
本
会
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
関
わ
っ

た
人
々
や
そ
の
他
の
会
員
な
ど
大
勢
が

集
り
、
数
十
年
前
の
音
を
振
返
り
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

今
で
は
ネ
パ
ー
ル
国
と
わ
が
国
と
の

交
流
も
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
国
同
士
の
交
流
の
基
礎
に
は
、
バ
ル

マ
氏
と
わ
が
国
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
を
狙

っ
て
い
た
人
々
と
の
間
の
個
人
的
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
、
と
い
う
西
堀
前
会
長

の
話
に
は
、
平
凡
な
個
人
的
つ
な
が
り

に
も
重
要
な
面
の
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

一

が
語
ら
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
お
、
こ
う
い
っ
た
経
緯
な
ど
を
盛

一

込
ん
だ
バ
ル
マ
氏
の
著
書
が
、
こ
の
席

一

で
バ
ル
マ
氏
か
ら
本
会
に
寄

贈

さ

れ

一

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（岡
沢
祐
吉
）
　

．

図

書

紹

介

賦え

平
野

本
書
は
福
島
県
南
会
津
郡
桧
枝
岐
村

の
猟
師
、
平
野
惣
吉

（八
五
歳
）
の
談

話
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。
聞
き
書
き
の

成
否
は
話
の
引
出
し
方
の
い
か
ん
に
か

か
っ
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
点
申
し

分
な
く
、
方
言
そ
の
侭
の
語
り
日
は
囲

炉
裡
端
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
飽
く
こ

と
が
な
い
。

本
書
は
、
山
人
／
山
の
ケ
モ
ノ
た
ち

／
ク
マ
狩
り
１
／
ク
マ
狩
り
Ⅱ
、
の
四

章
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。

山
人
の
章
は
、
緑
豊
か
な
秘
境
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
な
苛
酷
な
自
然
の
下

に
生
れ
た
人
々
が
、
豪
雪
、
ネ
ズ
ミ
、

凶
作
、
病
と
た
た
か
い
な
が
ら
、
生
活

の
糧
を
山
に
求
め
る
手
段
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
は
曲
輪
作

り

で
あ

り
、
開
墾
で
あ
り
、
シ
ャ
ク
シ
ぶ
ち
で

あ
り
、
イ
ワ
ナ
釣
り
で
あ
る
。

中
で
も
、
曲
輪
作
り
の
材
料
を
得
る

た
め
に
、
つ
い
犯
し
て
し
ま
っ
た
盗
伐

で
収
監
さ
れ
た
話
は
、
そ
の
背
景
を
知

る
に
つ
け
惣
吉
の
苦
悩
に
胸
が
痛
む
。

こ
の
章
は
惣
吉
の
個
人
史

で
は
あ

る

が
、
そ
れ
を
通
し
て
の
桧
枝
岐
の
裏
面

史
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

山
の
ケ
モ
ノ
た
ち
以
降
は
猟
師
平
野

惣
吉
の
狩
猟
談
と
、
彼
の
眼
が
捕
え
た

動
物
記
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
な
が
ら

‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖‖|

山
人
の

や
ま

ど

I

惣
=Lr

|‖‖‖‖‖‖||‖‖‖|‖‖

(7)
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気
象
と
気
象
学
　
（４
）

「
日
時
　
一
九
八
五
年
二
月
十
四
日

（木
）
コ

Ｆ
講
師
　
大
井
正

一
氏
　
　
場
所
　
ル
ー
ム
」

以
下
大
井
氏
の
お
話
の
要
点
を
、
頂
い
た
原
稿
に
基
づ

き
記
し
ま
す
が
、
今
回
は
教
科
書
中
の
図
（
エ
マ
グ
ラ
ム
）

の
説
明
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
、
講
座
に
出
席
し
て
お
ら

れ
な
か
っ
た
方
に
は
分
り
に
く
い
点
が
あ
る
こ
と
を
御
容

赦
下
さ
い
。

雲
の
見
方
四
　
下
層
雲
は
水
滴
よ
り
成
り
、層
積
雲
■
、

層
雲
Ｓｔ
、
乱
層
雲
Ｎｓ
、
の
三
種
。
層
積
雲
艶

（か
さ
ば
り

ぐ
も
）
は
三
種
、
七
変
種
、
三
補
助
雲
、
よ
り
成

っ
て
い

る
。
■
は
積
雲
対
流
が
不
充
分
で
、
雲
が
積
雲
を
作
る
ま

で
に
到
ら
ず
、
水
平
方
向
に
拡
が

っ
た
状
態
を
示
す
術
語

で
あ
っ
て
、
殆
ど
毎
日
見
ら
れ
る
。

ロ
ー
ル
状
、
う
ね
状

の
蔭
を
示
す
部
分
が
あ
り
、
冬
は
全
天
を
蔽
う
こ
と
が
あ

る
。エ
マ
グ
ラ
ム
と
温
位
　
前
回
学
ん
だ
よ
う
に
、
乾
燥
空

気

（水
蒸
気
を
含
ん
で
い
て
も
不
飽
和
な
ら
ば
近
似
的
に

乾
燥
空
気
と
し
て
扱
え
る
）
の
気
塊
は
百
メ
ー
ト

ル
上

昇
す
る
ご
と
に
断
熱
膨
張
に
よ
り
温
度
が

一
度

下
が

る

（乾
燥
断
熱
減
率
物
）。　
一
方
湿
潤
空
気

（水
蒸
気
飽
和
の

空
気
）
で
は
湿
潤
断
熱
減
率
ち
が
定
義
さ
れ
る
。
ら
は
水

蒸
気
が
凝
結
す
る
時
の
熱
の
放
出
が
あ
る
の
で
稔
よ
り
小

さ
く
百
メ
ー
ト
ル
当
り
〇

・
三
―
〇

・
五
度
で
あ
る
。
さ

て
空
気
の
高
度
と
温
度
と
の
関
係
を
示
す
た
め
に
エ
マ
グ

ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
グ
ラ
フ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
エ
マ
グ

ラ
ム
は
縦
軸
に
高
さ
、
横
軸
に
気
温
が
目
盛

っ
て
あ
る
。

乾
燥
断
熱
線

（以
下
物
線
と
略
称
、
赤
色
線
で
示
す
）
、

湿
潤
断
熱
線

（以
下
し
線
と
略
称
、
緑
色
線
）
が
引
か
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
等
飽
和
混
合
比
線
（以
下

助
線
と
略
称
、

茶
色
線
）
も
引
か
れ
て
い
る
。
飽
和
混
合
比

島
と
は
湿
潤

空
気

一
聴
中
に
含
ま
れ
る
水
蒸
気
の
ｇ
数
と
し
て
定
義
さ

れ
て
い
る
。
今

一
例
と
し
て
気
圧
九

一
〇

ｍｂ
、
七
℃
、
相

対
湿
度
五
〇
％
の
気
塊
（熱
気
泡
、
パ
ー
セ
ル
）が
あ
っ
た

と
す
る
。
エ
マ
グ
ラ
ム
上
そ
の
点
を
Ａ
点
と
す
る
。
Ａ
点

を
通
る
衝
線
は
七
内
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
相
対
湿
度
五

〇
％
と
す
る
と
、
も
の
気
塊
の
混
合
比
″
は
三

・
五
角
と

な
る
。
九

一
〇

ｍｂ
の
飽
和
混
合
比
三

・
五
の
点
を
Ｂ
鳥
と

す
る
。
Ｂ
点
が
露
点
場
で
、
九

一
〇

ｍｂ
で
は
マ
イ
ナ
ス
三

度
で
あ
る
。
ま
た
Ａ
点
を
通
る
物
線
が
千

ｍｂ

の
等

圧
線

（横
軸
に
平
行
）
と
交
わ
る
点
を
温
位
θ
と
い
う
。
今
の

例
で
の
温
位
θ
は
絶
対
温
度
で
二
八
八
度

（
一
五
℃
）
で

あ
る
。
上
昇
す
る
気
塊
の
θ
は

一
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

一
つ
の
物
線
上
を
変
化
す
る
。

ま
た
Ａ
点
を
通
る
物
線
が
Ｂ
点
を
通
る
し
線
と
交
わ
る

Ｄ
点
は
、
Ａ
点
に
あ
っ
た
空
気
が
上
昇
し
断
熱
膨
張
に
よ

り
温
度
が
下
が
り
、
水
蒸
気
が
飽
和
し
て
雲
を
つ
く
る
点

で
、
凝
結
高
度

（ま
た
は
雲
底
高
度
）
と
い
う
。
気
塊
は

Ｄ
点
よ
り
上
で
は
雲
を
つ
く
り
な
が
ら
、
今
度
は
し
線
に

沿
っ
て
上
昇
す
る
。
な
お
湿
潤
断
熱
線
が
千

ｍｂ
等
圧
線
と

交
わ
る
点
は
偽
湿
球
温
位
と
い
う
。

乾
燥
大
気
の
安
定
度
　
毎
日
測
候
所
で
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ

に
よ
っ
て
観
測
さ
れ
る
各
高
度
に
お
け
る
気
圧
、
気
温
、

露
点
温
度
を
エ
マ
グ
ラ
ム
上
に
記
入
し
た
も
の
を
、
そ
の

時
刻
の
大
気
の
状
態
曲
線
γ
と
い
う
。
エ
マ
グ
ラ
ム
上
で

こ
の
状
態
曲
線
が
乾
燥
断
熱
線
よ
り
立

っ
て
い
れ
ば

（す

な
わ
ち
傾
斜
が
急
）
、　
そ
の
気
塊
は
安
定
、
逆
に
寝
て
い

れ
ば
不
安
定
と
い
う
。

安
定
の
場
合
は
そ
の
気
塊
に
上
下
の
仮
想
的
変
移
を
与

え
て
も
は
じ
め
の
状
態
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
不
安
定
な
場

合
は
始
め
の
状
態
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
対
流
が
起
り
、

天
気
悪
化
の
も
と
に
な
る
。
安
定
の
時
は
状
態
曲
線
は
高

さ
が
増
加
す
る
に
従

っ
て
温
位
θ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
逆
に
不
安
定
の
時
は
高
さ
と
と
も
に
温
位
θ
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
を
超
断
熱
と
い

い
、
雪
の
原
因
と
な
る
。

聴
講
者
　
十
七
名

（高
橋
　
詢
）

私
は
シ
ー
ト
ン
の
動
物
記
を
思
い
出
し

た
が
、
見
知
ら
ぬ
北
米
大
陸
が
舞
台
の

シ
ー
ト
ン
の
動
物
記
よ
り
も
、
通
い
馴

れ
た
桧
枝
岐
を
舞
台
と
し
た
こ
の
動
物

記
に
、
よ
り
身
近
な
も
の
を
感
じ
た
。

ク
マ
の
胆
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。

ク
マ
狩
り
の
主
な
目
的
が
ク
マ
の
胆
の

入
手
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
胆
の
量
と
質
が
、
獲
る
季
節
と
餌

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
知
る

人
は
少
な
い
と
思
う
。
こ
れ
は
、
秋
の

飽
食
時
の
胆
は
中
身

（胆
汁
）
が
少
な

く
、
春
、
穴
か
ら
出
た
ば
か
り
の
ク
マ

の
胆
は
中
身
が
多
い
。
秋
に
ナ
ラ
の
実

を
食
い
込
ん
だ
翌
春
の
胆
は
上
質
で
あ

り
、
ブ
ナ
の
実
を
食
い
込
ん
だ
翌
春
の

そ
れ
は
劣
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
、
彼
の
し
た
た
か
な
観
察
眼

が
見
破

っ
た
ク
マ
の
跡
が
く
し
、
跡
結

び
、
後
エ
ビ
、
後

っ
ち
ゃ
り
、
テ
ン
と

の
知
恵
く
ら
べ
等
興
味
は
尽
き
な
い
。

本
書
は
山
と
猟
師
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊

で
、
こ
の
あ
と
平
野
与
三
郎
に
よ
る
猟

師
の
シ
キ
タ
リ
や
、
旧
い
尾
瀬
の
話
を

纏
め
た
山
人
の
賦
Ⅱ
が
近
く
出
る
と
の

こ
と
。
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
十

一
月
二
十
七
日

白
日
社
発
行
　
二
四
〇
ペ
ー
ジ

定
価

一
八
〇
〇
円

　

（山
田
哲
郎
）

コ
ン
サ
イ

ス

外
国
山
名
辞
典

吉
沢

一
郎
　
監
修

三
省
堂
編
集
所
編

こ
の
辞
典
の
紹
介
は
も

っ
と
早
く
て

し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批

判
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
気
が
し

な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
辞
典
と
い

う
も
の
は
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て

利
用
さ
れ
る
の
が
宿
命
で
あ
る
以
上
は

そ
う
し
た
要
求
に
こ
た
え
て
く
れ
る
か

ど
う
か
、
し
ば
ら
く
実
用
し
て
み
て
か

ら
で
な
い
と
、
そ
の
真
価
が
見
さ
だ
め

が
た
い
。
拾
い
読
み
し
て
価
値
が
わ
か

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
か
な
り
長
い
試

用
期
間
を
も

っ
た
上
で
、
こ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
、
そ
れ
だ
け
魅
力
的
な
辞
典
に
つ

い
て

一
言
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

外
国
の
山
々
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け

外
国
語
の
文
献
を
読
み
な
が
ら
参
照
す

る
際
に
、
こ
の
辞
典
は
大
い
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
そ
の
威
力

を
発
揮
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が
索

引
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
大
冊
の
百
科

辞
典
に
な
し
え
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
小
辞
典
の
な
し
え
た
大
き
な
業
績
な

の
で
あ
る
。
外
国
の
地
名
表
記
が

一
定

し
て
い
な
い
現
在
、
も
し
も
巻
末
の
索

引
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
折
角

の
企
画
も
大
幅
に
利
用
価
値
を
低
く
し

た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

ド
イ
ツ
語
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
フ

ラ
ン
ス
語
で
セ
ル
ヴ
ア
ン
と
な
る
。
こ

の
辞
典
は
そ
の
両
方
か
ら
目
差
す
山
を

検
索
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
心

憎
い
。
ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
国
境
に

位
置
し
て
い
る
こ
の
山
は
、
イ
タ
リ
ア

語
で
チ
エ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
そ
れ
ま
で
あ
げ
ろ
と
い
う
の
は
酷

な
要
求
だ
。
似
た
こ
と
は
ス
ペ
イ
ン
系

|‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖|

‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖|‖‖|‖‖|‖‖
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図書委員会

38. Leaves,Light 1861

Alpine by VVays

Longmans, Green& (k)。 , LOndon, 231p+24, 20 cin

39。 ]Le Blond,Mrs.Aubrey 1906
′
I｀rue′rales of MOuntain Adventure for 〕ヾon‐ Clilnbers

Young and Old.

T.Fisher Unwin,191p,21 cm

40。 Lunn,Arnold II.W。 1912

0)xfOrd MOunね ineering iEssays

Edw・ ard ArnOld,LOndOn,236p,19 cln

41.Lunn,A.rnold 1944

Switzerland and the]English

Eyre&SpOttisw00de,LOndOn,258p,22 cln
42。 Lunn,A.rnOld 1927
The Englishlnan in the Alps, 2nd ed.

()xfOrd University lPress, London, 300p, 17 crn

43。 Lunn,A.rnold 1948
MOuntains Of Memory

IIOllis and Ca■ er,LOndOn,248p,22 cm

44。 Lunn,A.rnold 1957

A Century of h4ountaineering 1857-1957

Allen and Unwin, LOndOn, 263p, 24。 5 cin

45.Lunn,Arnold 1965
Matterhorn Centenary

G}eOrge Allen&:・ Unwin Ltd。 ,144p,22 an
46.Mumm,A.L。 1923
The Alpine Club Register 1857-1863

Edward.ArnOld&CO.,London,391p,22 cln
47。 Mumm,A.L。 1925
′
I｀he Alpine Club Register 1864-1876

Edヽward Arn01d&:(00。 ,London,375p,22 cm
48。 Mumm,A.L。 1928
The Alpine Club Register 1877-1890

49。 Neath,Arne 1952
Tirich Mir/′by member of the Norweigian Himalayan

Expedition;translated by Salvi and Ricjard Bate〔 Юn.

HOdder&StOughtOn, London

50.Patterson,George N。 1955
′
I｀ibetan JOurney

Faber and Faber Ltd., ]London

51。 Pranavanda,Swa躙 Li 1949
Kailas― Manasarovar

S.P.League Ltd.,Calcu■a

52. Raeburn,IIarold 1920

MOuntaineering Art

Te Fisher&:Unwin Ltd。 ,LOndon,274p, 20 αn

53。 Ratti,Abale A,chille 1925

Clilnbs on Alpine Peaks

T.Fisher,London, 136p,22 cm

54。 Rey,Guido 1949
′
rhe MatterhOrn, translated by J.E.C. EatOn, R.evised

and twO additiOnal chapters by ReL.G.

IIving,Basil Blackwell,C)xfOrd,278p,22 cin

55。 Russell,Scott 1946

4ヽountain iProspect

(Ξ)ha世0&Windus, ]しOndOn, 247p

56. Shipton,Diana 1950

T'he Antique Land
′
I｀heOdOre Brun Lilnited,LOndon,

“LiFnited de Lax edition》 Jo。  72"

57. Sinigaglia,Leone 1896

C)lilnbing R.emini〔 ℃‐ence in the lDolomites
′
I｀ .Fisher Unwin,London

58。 Spender,IIold 1912

1n Praise Of Switzerland

(k)nstable and Co., 191p, 22m

59。 Stephen,Leslie 1924
′
I｀he PlaygrOund of Europe

LOngimtans,G}reen&Co。 , London, 339p, 19 cln

60. Terray,Lionel 1963

cOnquistadOrs Of the lJseless:frOnl Alps to Annapurna

victOr(〕 01lanc Ltd。 ,351p
61.Walker,J.IIubert 1951
VValking in the Alps

C)liver and iB10yd, LOndon, 274p, 23.5 crn

62.Whym.per,Edward 1896
ChanOnix and the R.ange of Mont Blanc。

JOhn Murray, LOndOn, 189p, 19 crn

63. Wills, Sir Alfred 1860

“The iEagle's Nest'' in the Valley of Sixt:a sunmer

hOme arnOng the.Alps

LOngrnans, Green& (k)., London, 327p, 20 cln

64. Wilson,Claude 1933

Epito】mte of fifty years'sC)liinbing

“Private Edition::No.54/125",119p,22 cm

65。 Ybung,Georrey Winthrop 1927
0n High Hills:MemOries Of the Alps(2nd ed.)

Methuen, ]London, 368p+8, 22 cI11

66. Yeld,George 1900
StranQbles in the :Eastern Grains

To Fisher Unwin,LOndon,279p,21 cm

67。 Young,Georrey Winthrop 1951
MOuntains with a E)iFerence

Eyre and SpOtisw00de,LOndOn,281p,22 cin

(以下次号 )

の
地
名
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
南
米
ボ

リ
ビ
ア
の
レ
ア
ル
山
脈
の
最
高
峰
は
、

百
科
事
典
や
世
界
地
図
で
イ
イ
マ
ニ
と

も
イ
リ
マ
ニ
と
も
い
っ
て

一
定
し
て
い

な
い
。
こ
の
辞
典
は
英
語
に
準
拠
し
て

イ
リ
マ
ニ
だ
け
が
見
出
し
語
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
イ
イ
マ
ニ
が
出
て
い

な
い
と
い
っ
て
騒
ぐ
こ
と
を
先
手
を
う

っ
て
制
す
る
か
の
よ
う
に
、
親
切
な
外

国
語
の
（そ
し
て
中
国
語
の
）索
引
が
ぁ

っ
て
く
れ
る
。
こ
の
索
引
に
編
者
の
心

配
り
が
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、

こ
の
辞
典
の
利
用
価
値
を
高
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
本
書
全
体
か
ら
す
れ
ば
、

ほ
ん
の

一
部
分
で
し
か
な
い
索
引
が
、

も
し
も
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
推
薦

を
た
め
ら
っ
た
か
も

し
れ
な

い
。
だ

が
、
事
実
は
逆
で
、
こ
れ
あ
る
が
ゆ
え

に
、
こ
の
小
辞
典
は
す
ば
ら
し
い
利
用

価
値
を
発
揮
す
る
。

索
引
に
気
を
と
ら
れ
て
、
も
う

一
つ

の
特
色
を
か
た
り
そ
こ
ね
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
個
々
の
重
要
な
山

の
簡
潔
な
登
山
史
の
記
述
が
、
こ
の
小

辞
典
の
大
き
く
豊
か
な
特
色
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
辞
典
は
た
ん
な

る
地
理
辞
典
で
は
な
く
て
、
登
山
の
対

象
と
し
て
山
を
見
る
人
々
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
で
あ
り
、
読
み
物
で
さ
え

あ
る
。
な
ま
じ
な
登
山
記
録
や
山
岳
小

説
よ
り
よ
ほ
ど
面
白
い
読

み
物

で
あ

り
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
よ
い
と
い
う

自
由
さ
が
何
よ
り
う
れ
し
い
。

Ａ
６
判
変
型
　
六
六
八
ペ
ー
ジ

三
六
〇
〇
円

（宮
下
啓
三
）

(9)
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お 知 ら せ

鈴
木
　
孝
　
塩
沢
　
厚
　
塩
田
輔
雄

島
田
芳
文
　
篠
島
　
弘
　
西
野
喜
与
衛

中
村

一
雄
　
中
條
康
裕
　
中
埜
愛
三

長
島
吉
治
　
勾
坂
　
馨
　
斉
藤
音
蔵

斉
藤
啓
助
　
佐
々
木
　
誠
　
酒
井
堅
至

佐
藤
知
恵
子
　
児
平
隆

一　
小
池
隆
志

近
藤
　
暉
　
小
松
正
志
　
久
合
欄
　
弘

熊
谷
藤
子
　
熊
谷
正
志
　
久
下
沼
和
雄

菊
地
正
蔵
　
菊
地
晶
三
　
木
下
恵
子

河
村
　
清
　
千
代
田
英
次
　
千
田
早
苗

市
野
瀬
建
二
　
牛
山
大
六

宇
津
官
隆
史
　
大
木
淑
子

各
務
良
幸
　
川
北
　
仁

川
勝
弘

一　
岡
　
博
三

大
貫
良
夫
　
小
栗
　
宏

岡
崎
恒
夫
　
小
倉
勝
男

緒
方
　
裕
　
今
井
友
之
助

池
田
成
之
　
秋
月
良
造

青
木
宏
悦
　
朝
妻
三
松

川
戸
昭
三
　
中
川
和
道

松
野
賢
珠
　
松
本
龍
雄
　
町
　
俊

一

本
多
夏
生
　
本
多
勝

一　
堀
尾
勝
己

細
川
武
光
　
萩
　
千
賀
　
馬
場
勇
象

花
井
　
馨
　
野
崎
裕
美
　
森
　
亮
二

森
　
恵
子
　
森
丘
　
実
　
桃
井
雅
弘

望
月
阿
香
実
　
村
井
喜

一　
松
田
和
弘

松
本
征
夫
　
円
山
雅
也
　
政
嘉
秀

一

松
田
文

一　
藤
本
三
樹
雄
　
藤
井
茂
雄

藤
本
高
嶺
　
日
江
井
正
巳
　
日
置
　
邦

平
塚
直
秀
　
広
川
清
治
　
足
達
敏
則

早
川
　
滉
　
篠
塚
正
俊
　
長
沢
愛
喜

野
田
四
郎
　
稲
田
定
重
　
佐
藤
耕
三

横
田
明
信
　
吉
永
英
明
　
鶴
見
敏
彦

松
村
博
行
　
大
田
邦
介
　
安
藤
久
男

三
菱
商
事
山
岳
同
好
会

（そ
の
他
）
吉
武
正
子

（九

・
六
日
）

応
募
会
員
数
累
計
　
　
　
一
五
八
〇
名

応
募
口
数
累
計
　
　
一二
九
〇
二
・
七
日

金
額
累
計
　
一
九
、
五

一
三
、
七
二
三
円

索
、
午
後
解
散

（も
う

一
泊
さ
れ
れ

ば
岩
管
山
登
山
が
可
能
）

地
図
　
五
万
分

一　
岩
管
山
、
草
津
、

中
野
な
ど

申
込
方
法
　
六
月
十
日
ま
で
に
必
ず
葉

書
で
日
本
山
岳
会
事
務
局
内
、
科
学

研
究
委
員
会
宛
、
住
所
、
氏
名
、
会

員
番
号

（会
員
の
紹
介
に
よ
る
非
会

員
の
方
も
参
加
可
）、
性
別
、
年
令

（傷
害
保
険
申
込
の
た
め
）
を
記
し

て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

参
加
費
用
　
一
人
九
千
円

（非
会
員

一

万
円
）。　
一
泊
三
食
、
講
師
謝
礼
、

保
険
料
を
含
み
ま
す
。
現
地
で
頂
き

ま
す
。

定
員
　
三
十
名
先
着
順
と
し
ま
す
。
六

月
上
旬
に
参
加
受
付
の
可
否
の
ご
返

事
と
可
の
方
に
は
案
内
の
詳
細
を
お

送
り
し
ま
す
。
可
の
方
で
万

一
参
加

取
消
し
を
さ
れ
る
方
は
、
三
日
前
ま

で
に
科
学
研
究
委
員
会
宛
連
絡
を
し

て
頂
く
ほ
か
、
宿
の
宿
泊
取
消
料
三

千
円
を
頂
き
ま
す
。
科
学
研
究
委
員
会

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

○

創
立
八
十
周
年

記
念
晩
餐
会

（札
幌
）

日
時
　
昭
和
六
十
年
七
月
十
四
日
（日
）

午
後
三
時
二
十
分

会
場
　
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁

目
　
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

行
事
　
記
念
山
行
　
七
月
十
三
日
（土
）

暑
寒
別
岳
（
一
四
九

一
・
四
房
）。
山

岳
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
十
四
日
午
後
三

時
三
十
分
よ
り
。
晩
餐
会
　
十
四
日

午
後
六
時
よ
り
開
催
し
ま
す
。

会
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

参
加
申
込
み
　
一Ｔ
０
６
ｌ

ｏ
０
１
　
札

幌
市
白
石
区
厚
別
中
央

一
条
七
丁
目

一
五
―

一
―
四

一
〇

日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
宛

申
込
締
切
日
　
六
月
二
十
九
日

（土
）

記
念
山
行
日
程
　
七
月
十
三
日
午
前
六

時
増
毛
町
出
発
（車
）
、
午
前
七
時
暑
寒

荘
よ
り
登
山
、
正
午
頂
上
、
午
後
五
時

増
毛
町
着
、
増
毛
町
泊
。

山
行
参
加
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

（宿
泊
二
食
、
懇
親
会
費
、
プ
ー
ル
使

用
料
を
含
む
、
交
通
費
は
別
途
）

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。（鈴
木
敏
雄
）

＞

志
賀
高
原

＜

高

山
植
物
探
索
山
行

今
年
は
信
州
大
学
自
然
教
育
園
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
、
志
賀
高
原
の
高

山
植
物
を
含
む
生
態
系
の
探
索
山
行
を

行
な
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

期
日
　
六
月
二
十
二
日

（土
）、　
二
十

三
日

（日
）

集
合
場
所

・
時
刻
　
詳
細
は
確
定
次
第

参
加
者
の
方
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

が
、
志
賀
高
原
地
に
二
十
二
日
午
後

集
合
と
し
ま
す
。

宿
泊
　
熊
の
湯
の
一
つ
手
前
の
バ
ス
停

平
床
よ
り
徒
歩
約
十
分
の
石
の
湯

ロ

ッ
ジ
　
雪
〇
二
六
九

・
三
四

・
二
四

二

一

行
動
予
定
　
二
十
二
日
午
後
信
州
大
学

自
然
教
育
園
見
学
。
講
師
渡
辺
隆

一

氏
、
夜
は
夕
食
後
懇
親
会
。
二
十
三

日
、
四
十
八
池
付
近
の
高
山
植
物
探

煙F 234-6659

岩
崎
英
宣

宇
津
力
雄

大
坪
重
遠

川
崎
泰
男

大
島
秀
夫

大
西
雄

一

岡
部
紀
正

今
木
良
彦

青
木
英
治

赤
沢
清
明

創
立
八
十
周
年
記
念
晩
餐

○

会

（
越
後
）
会
場
変
更
に

つ
い
て

会
報
４７７
号
、
４７８
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
会
場
は
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
場
　
長
岡
市
厚
生
会
館
を
、
北
越
銀

行
本
店
ホ
ー
ル
に
変
更

（長
岡
駅
よ
り
徒
歩
五
分
）

そ
の
他
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
晩
餐
会

に
は
、
山
菜

コ
ー
ナ
ー
、
地
酒

コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
け
、
皆
様
の
お
い
で
を
お

訂
正
　
４７８
号
Ｈ
頁
の
記
念
晩
餐
会

（仙

台
）
の
お
知
ら
せ
で
、
晩
餐
会
の
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に

「著
名
楽
団
…
…
」
と
あ
り
ま
し

た
が
、
「特
別
ゲ
ス
ト
の
本
田
宏
彦
氏

（岩
手
支
部
）
が
、
イ
ン
デ
イ
ア
ン
ハ

ー
プ
の
ア
ル
パ
及
び
笛
の
ケ
ナ
ー
で
、

中
南
米
の
民
族
音
楽
を
演
奏
」
と
訂
正

し
て
下
さ
い
。

編
集
後
記
　
こ
こ
に

一
つ
、　
ヘ
ル
リ
ッ

ヒ
コ
ッ
フ
ア
ー
教
授
署
名
入
り
の
レ
ポ

ー
ト
が
あ
る
。
「
へ
教
授
隊
は
ク

ム
ブ

氷
河
周
辺
に
ゴ
ミ
を
残
し
た
」
と
、
画

報

『ブ
ン
テ
」
で
、
写
真
入
り
で
非
難

し
た
メ
ス
ナ
ー
の
記
事
に
つ
い
て
の
も

の
だ
。

▼
へ
教
授
隊
は
全
て
の
ゴ

ミ
を
焼
却

し
、
そ
し
て
片
づ
け
た
と
い
う
。

▼
問
題
の
ゴ
ミ
の
中
の
赤
い
ブ
リ
キ
缶

か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
へ
隊
の
前
に
登

っ
た
メ
ス
ナ
ー
た
ち
が
残

し

た
も

の

だ
、
と
い
う
。

▼
時
流
に
敏
感
な
メ
ス
ナ
ー

の
こ
と

だ
、
山
登
り
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
経

済
摩
擦
を
起
し
て
い
る
日
本
の
こ
と
も

知

っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

昭
和
六
十
年
五
月
二
十
日
発
行

１０２

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
―
山

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所

灘
期

日

本

山

岳

会

発

行

者

佐

々

保

雄

編
集
代
表
　
岡
　
沢
　
祐
　
吉

電
話
東
京

（２６１
）
四
四
三
三

振
替
口
座
　
東
京
三
―
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂

一
丁
目
二
番
六
号

印
刷
所
　
　
株
式
会
社
　
技
　
報
　
堂

（岡
）
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